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天子 LllH:K北部毛無 山付 近 の 1"J'質

工藤周 * -
今回卒業 Oi究として静附県富士宮市北西部 と山梨県西八代郡東部に またがる

王子 t天王 】山脈町北部毛無山 t犬苛山 ) l d 1 9 4 5.4 m )付近 0地 質 を 筑 査

L. ..こりで、 ここに報告 す る。

天子ケ岳をど A て北上する王子 IlJ肢は毛無山付近で最高点 19 5 7. 6 71'.に逮 L

flij I時に班北に向きを変えて、低ま り なが町長.~ j/i I.li J1.;; へ制~<o L1.:がって木地域

。地貨を先則することは、フオッサ・マグナの抱況を日出品りする 1B止な鎚となる

わけであるが、前俊な1t!形 t際高護 1000-150071'.)、 厳などのために

調査が比較的起れていた。

1 ) 地形 壮 年期 地jibを示し 、 比 74は天子山派政おで 1lé~ 2 あた り 580m

白訟で 480抗 である。東緑町市土 火山新期熔岩 説 に お お わ れ た 地 l'主主はきわ

めて対称的である。

2 ) 地 震 木地織には凶八代 周群と静I11郎幹Eびこれらをtt<凶伝治 の

岩4*が路出 Lでいる。周辺泡岐については、 秋山、大崎 、片目 、 松田 、水野

脊氏の悟j人 あるいは共同研究があり 、 地陪名については松出氏の ものを}fjい

Tこ。 l古 l地川累贈の区舟は録者による〕
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古 関 川 累 厨は背斜構造り tめ 下限は不明であるが、 熔宕及び火山砕府岩. 互層

からなる.岩石は斑状玄武 ・組問先号 ・組国岩質安山岩からな り、 熱水車!成作用

をうけ緑 泥石・禄n石、蹄沸石などを生じている。全体に緑色で、 greentui'1'

といいたいが.もーと塩基性で ある。上 部には無 色泥岩凝灰質砂岩泥岩互賠な

どがある.

常態累屈はこの地既においては背黒色泥岩 と石英安山岩質凝灰岩で特徴づけ ら

れる.露 風岩凝灰岩庖白石英安山岩質軽右旋灰岩は身延線沿線においては緑色

斑 点 を もつが、本地峡では白色斑点がある。和平凝灰岩庖も分布 Lているが、

勝底泥岩舟の中に含めた。

しもベ ~1 ，"1は竹之島砂岩泥岩胞とよ之平砂岩泥岩互庖からなる t骨量灰質砂岩の

出裂をも勺て上之平砂岩泥岩互mの下院主する〕。竹之島/D(})下部には昇風岩

凝灰岩創 主向質の火砕岩を一枚 はさむ。悶婚 とも lOcm内外の砂泥互層であるが

こり地紙では砂岩勝ちである。

身延長屈は本地獄では丸掩磁岩mのみが舟布。下位脳を不整合におおう。下部

に 7 リ ヲシュ互腐 k乱推償がみられる。

以上 の 4泉 胞 7胞は天子山脈をつく q ているが、こ れら (})JI!毎は富士火山の

新刻熔岩でおおわれている。根原方簡には背木原熔岩流ら しい寄生火山の 熔

岩が分布 Lている。富士火山町熔岩が王子山僚とぶつかうた時、山 脚 に さ えぎ

ら札吃一時的に湖ができたら1...<、粘土居が推自主している t約 2.5冊)。

関車車岩 t治株) ・緑色角閃石 と斜長石か ら な り や &斑状を呈する。時に雲母 ・石

英官含む. 角 閃石 ・斜 長右 斑品の周縁部は中心部より甚し〈アルカジ質である

邑いう特 色 が お る 。 こ の 岩 体 。賀入によ。て周回に熱変成作用がみられる。

3 )続 安 閃緑岩悼を軸1:.l..て大きな背斜都道が見られる t執の東翼で

650 
- 800 SE、西翼で 100

- 400WE )こり背斜輸は山眼目方向主一致 L

南北 ~ 東北となヲている。この治 体 り 貫 入 時 期 は 丸 掩 磁 岩 の 一 部 が 貫 か れ、 走

向傾斜がいちじるl..< 乱 さ れ ているこ主から、丸滝襖岩白推積末期か推積直後

と考えられる。

4 )対比 本地威からまだ化 石 を 発 見 Lて いな い。 岩相 上、 伊豆の湯ケ 島

庖群、鶴川 申書其回群主対比されている。庵原山地り杏胞とは 、 距離が近いだ

けに厳密な比較を符う必要がある。
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5 )安訳と問題点

α.木地岐には中新世田 Yri!rtJ斜性推積物ー凶八代層群 と静川防群ーと地 Iゅ斜

を反転隆起させたとみなされる附緑岩の措株、 閃緑岩起源その他の dike 

からなる。東録は岱士火山熔岩流におおわれる。

b . 蕗八 代庖群 /:@川~í1群の間に急滋な術移関係はみられない。岩相上の変

化が、推蹴環境の変化を思わせる。

c ・凶緑岩のj;{入時期は身延泉層推償却j末あ るいはそれ以後と 舵定 される。

d.本地域は大井川相曲幣 と瑞秘 ー フ定少サ・マ〆ナ干日曲刊?の交又干*である

ーさきに 斑西方向 町摺曲が完成 L、続に尚北方向白在J曲の形成がはじまって

いる ー と考えられているが、 録者の 民主では、 二方向。初曲は考えられず、

東・北・西南方向の稲曲は隔北方 向 の 秘 曲 に 漸 3t..、 7Z士山を中心 とする門

孤を思わセるよ 5にカープを描いている。

e .木地域では化:r;は発見 できなか?r:.:O 

6 )応用地n 閃緑岩起滋の角閃石安山始。賀入原の一部に金鉱がI!H台、戦

国時代から江戸時代に採掘されたが、 fえ花はすべて髭鉱。常銘泉陪下部にマン

ガソ s床があり 、 二億山口行中、 官旦型。釘鉱山もあ った ら Lいが、~'"査でき

なか令た。

本研究は今後もすすめてゆ〈つ も り で あ り ま す が 、 こ り摘をお え る に あ た り

掛舛 E び教室で御指樽いただいた竹内正民先生 、 ~- &:j tlii彦先生、土隆一先生、

翻査地で御厄介をかけた猪之副小学位麓骨伎の宇佐~先生に厚 〈お礼を申上げ

ます。なお静 大 教 育 学 部 自 治 安 員丑び助解粉砕突行妥員‘教育科学研究《のみ

なさんから 濃 か い 侵 助 を い た だ きま した。
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